



Problems with Current Composition Education in Japan
and the Present Situation of the Writing Center: 




This paper consists of four sections. First, I outline several problems with current Japanese ways 
of teaching composition. The second section looks at what the Waseda University Writing Center 
is doing to deal with these problems. The paper then proposes effective procedures for teaching 
composition suitable for use in coursework done in the Faculty of Economics, Wakayama University. 
The ﬁnal section of the paper describes the author's attempts to implement these procedures during the 















































































②プロセスとしての文章作成（writing as a process）。最終稿だけではなく，構想や下書きも

































　早稲田大学ライティング・センターには教員 2名，助手 4名のスタッフがおり，院生 TA
は現在約 20名である。TAの育成に非常に力を入れていることが特徴であり，採用は，希望
者の中から書類審査と面接で決定する。採用されれば初回研修を受けた後，ベテラン TAの




















































第 2回（10月 12日） 講義の概要説明と運営方針の確定
第 3回（10月 19日） 『下り坂社会』1～ 2章の議論
第 4回（10月 26日） 『下り坂社会』3～ 4章の議論
第 5回（11月 2日） 『下り坂社会』5～ 7章の議論
第 6回（11月 9日） 書評の書き方と論点整理，ディスカッション
第 7回（11月 16日） 書評の提出と相互批評→書き直し
第 8回（11月 30日） 書評の講評と新しい班分け，自己紹介
第 9回（12月 7日） 『希望難民』1～ 2章の議論
第 10回（12月 14日） 若者向けシェアハウスに関するニュース番組の視聴と議論
（10）
第 11回（12月 21日） 『希望難民』3～ 5章の議論
第 12回（1月 11日） 『希望難民』6～ 7章の議論
第 13回（1月 18日） 論点整理とディスカッション



















はやや難解だと思われた。このため，2010年 11月 9日に放映された NHKのクローズアップ現代「住ま
いをシェアしてみませんか」を視聴させ，具体的なイメージを持たせるよう，テキストに関連づけて議論
させた。
和歌山大学経済学会『研究年報』第15号（2011年）
－ 115 －
日本の作文教育の問題点とライティング・センター
－116－
和歌山大学経済学会『研究年報』第15号（2011年）
－ 117 －
日本の作文教育の問題点とライティング・センター
－118－
